








要約 神経芽細胞腫スクリーニングは、HVA,VMA 定量法の導入により、その精度は一段と

向上したが、同時に HPLC法を必要とするようになったため、諸種の問題が発生した。昨年

度は、この問題の解決のため、適切な採尿濾紙を決定した。今年度は、この濾紙を用いて

採尿し、10 施設において濾紙尿中の HVA,VMA を測定し、さらにその中の 9施設では、HPLC

と ELISA の相関を求めた。その結果 VMA に関しては、充分に ELISA が使用可能であること

がわかった。HVAについても、大多数は HPLC と ELISA の値はよい相関を示すが、約 1～数%

の検体で、HPLC は正常で ELISA 陽性となることがわかった。この主な原因は、尿が濾紙上

で軽度に変性をおこした時に、いくつかの物質が現れ、それが HPLC では発見出来ないが、

ELISA では抗体と反応するためと考えられる。このような変性を皆無にすることは極めて

困難と考えられる。そのため、第一次スクリーニングで、HVA 陽性に出たものを、有機溶

媒で抽出し、更に ELISA で測定するという、抽出法を採用すれば、ELISA の値が、HPLC の

値とよい相関を示すことがわかった。以上から、ELISA 法が、第一次スクリーニングとし

て、HPLC 法に替わって使用しうるものと考える。 


